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使えるようにする 


0 S を起動します。 

まだ本製品を接続しないでください 

本製品は手順 3 になってから接続します。 


Windows XP / 2000の場合 


コンピュータの管理者 ( Administrator ) グループ 
に属するユーザーで□グオンしてください。 


Windows 98/98 SE の場合のみ、 0 こんな時には. 
インストール作業をします。 


〇 サボートソフトを CD - ROM ドライブに挿入しまず。 

自動的にヴポートソフトメニューび表示されます。 

© [ドライバのインストール]をクリックしまず。 

インス I -ールび始まります。画面の指示に従ってください。 


① マイコンピュータを開きます。 

② 下記の順にダブルクリックします。 
X XXX には数字(バージヨン)が入ります。 

政 L 蚊 


HDA IU XXX 


Autorun 


本製品を接続します。 

OUSB ケーブルを、ノ V — ドディスクにまっすぐ接続しまず。 

©添付の AC アダプタを使って、 

ノ V — ドディスクと電源コンセントを接続しまず。 

©本 製品の電源スイッチを ON にしまず。 

※本製品の電源ランプは、接続と同時に点打します。 


©本 製品を USB ポートに接続しまず。 

本製品の電源ランプが点灯します。「新しい八一 
ドウエア」画面び表示されます。しば5くお待ち 
いただくと、画面は自動的に消えます。 


O ' 


© 


© 


ベ 




4 確認します。 


F こんな時には… 


本製品のアイコンがない 


八ードディスクのアイコンが増えていることを確認します。 

これが本製品のアイコンです。本製品は使えるようになりました。 


Windows XP 



Windows 2000 /Me/98 


•本製品の接続をご確認<ださい。 

•接続する USB ポートを変えてみてください。 

特に USB ハブに接続している場合は、 

パソコンの USB ポートに接続してみてください。 


ヴポートソフトメニューについて 


サポートソフトを挿入したときに表示される r サポ 
ートソフトメニュー_!には、【困った時には】などの情 
報もあります。ぜひご覧くださし、。サポートソフトメ 
ニューが表示されない場合は、左の「サポートソフト 
メニューが表示されない場合」をご覧ください 


基本操作 


•本製品を使ろ上での操作について説日月します。 


【接続する】 

本製品はいつでも接続することができます。手順 3 を参照し、本製品を接続してくださし、。 


【取り外す】 

〇 タスクトレイのリムーバブルツールをクリックします。 
©本 製品の表示をクリックします。 



本製品の表示をクリックします。 

複数の取り外し可能な機器を接続している場をは、ドライブ文字で判断してくださし、。 


©メッセージを 確認します。 

• Windows XP の場合 

み n -ドウ I アのの口外し |x 

■USB 太容ま記 I 席装置デバイス I は舌をじ巧り外すことができま 
す。 

N 

• Windows 2000 /Me/98 の場合 



Q こんな時には… 


「取り外し力巧きない J という内容の 
メッセージが表示された 


使つているソフトウエアをすべて終了してから、 
本手順を行ってくださし、。 

※同じメッセージが表示されたら、 

パソコンの電源を切つてから取り外してください。 


皆 


画面内の文字について 

Windows によって異なります。操作手順は 
変わりませんので、そのまま操作を行って 
<ださい。 


©本 製品を取り外します。 
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CDS を起動します。 就飄賴就誌 想ください 
本製品外の US 目機器をできるだけ取り外します。 


3 Mac 0 S 9の場合のみ、 

下の作業を行います。 

〇 「機能おおマネージャ」を開きまず。 

> 岭 ロント□-ルパネル] 峰 [機能拡張マネージャ]をクリックします。 

© [File Exchange ] を無効にします （[ x ] を外す）。 

© [再起動]ボタンをクリックします。 

Mac OS が再起動します。 


□ 「一- ' 巧お拉采マネージャ — 囚目 

ゎブト： L を巧時セクト 9 回 



〔再起曲I [ 元に民すI Iセ9トモ巧坦 ...j 



本製品を接続します。 

OUSB ケーブルを、ノ V — ドディスクにまつずぐ接続しまず。 

©添付の AC アダプタを使って、 

ハードディスクと 
電源コンセントを接続します。 


©本 製品の電源スイッチを ON にしまず。 

※本製品の電源ランプは、 

接続と同時に点灯します。 

©本 製品を USB ポートに接続しまず。 

本製品の電源ランプが点なします。 



I 初期化します。 

C Mac OSX 10.1 〜 10.2.1 


) 




ヴポートソフトメニューについて 

【困った時には】などの情報があります。 

ぜひご覧ください。 

〇サポートソフトを挿入します。 

自動的にサポートソフトの 
中身が表示されます。 

開 ※表示されない場合は [HDAJLLxxx] を 
を ダブルクリックして開いてください。 

ち 0「menu.htmj を 
開いて < ださい。 

Mac OS X Mac OS 9 


Mac OS 9 





。吾えちづ^;本製品はいつでも接続ずることができまず。 
パス/下儿 y た； J 手順 4 を参照し、本製品を接続してくださし、。 


[取り^ I 寸】 〇 本製品のボリュームをゴミ箱に捨てます。 




ボリュームを捨てる 



©本 製品を USB ポートか!5取り外します。 


〇 「ディスクユーテイリテイ （Disk Utility )」 を 
起動します。 


iMac OSX 10.2〜101211 の場合 

[起動ボリューム] 岭 [アプリケーシヨン] 峰 [ユーティリティ] 
峰 [ディスクユーティリティ]を開きます。 


[Mac OSX 10.1〜101115 の場合 

初期化画面が表示されますので、[初期化]ボタンを 
クリックします。 


〇 


今セットしたディスクには、 MacOSX で»み込め 
ないポリュームがさまれています。巧み込めないポ 
リュームを巧用するには"巧期化"をクリックしま 
す。今セットしたディスクで操作を巧けるには"巧 
ける"をクリックします。 


(?' けるイ； で巧 期 化...>; f 巧ゥ 化し ♦ 

.-、 -: ■ S -■二-— ■ ?. 



こんな時には •• 


初期化画面が表示されない 


•初期化画面が表示されるまで時間がかかる場合があります。 
もラ数分お待ちください。 

•初期化画面は表示されてからしばらく経つと消えてしまし、 
ます。可能性がある場合は、一度巧き差ししてください。 


©本 製品を選びまず。 


本製品の見分け方 


[情報]タブに下のように表示されます。 

接続パス ： USB 

© [ノーテイシヨン]タブをクリックしまず。 

©初期化の 設定を行います。 

■ ボリュームの方式：1パーテイシヨン 
■ フォーマット ： Mac OS 拡張 

© いくーテイシヨン ( OK )] ボタンを 
クリックします。 

© [パーテイシヨン]ボタンをクリックしまず。 

初期化び始まります。 


(Mac OS 9-9.2. 2 


3 


6 


をお： 


〇 ちの画面が表示されたことを確認します。 

© 「名前」に本製品に付ける名前を入力しまず。 

© 「フォーマット」を [Mac OS 拡張]に設定しまず。 

© [初期イヒ]ボタンをクリックします。 

本製品の初期化が始まります。 

© 手順 3 を参荀こ ITile Exchange ] を有効にします （[ x ] を付ける）, 


このディスクは、このコンピュータで話み込むこ 
とができません。ディスクを巧巧化しますか？ 


を称ホ設定 


Mac OS が:張， 


にお y 化し jj I巧細ヒ 


基本操作 


参本製品を使う上での操作について説明します。 


開き方 





















































































































































































